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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　製紙プロセスにおいて使用するための特定の粒子サイズ分布を有する凝集した充填剤粒
子の安定な分散液を調製する方法であって、
　ａ）充填剤粒子の水性分散液を提供するステップと；
　ｂ）第１の凝集化剤を、充填剤粒子の著しい凝集を生じさせずに、分散液中で均一に混
合するのに十分な量で分散液に添加するステップであり、第１の凝集化剤が両性であるス
テップと；
　ｃ）微粒子を、第１の凝集化剤の添加前に、それと同時におよび／または後に、ならび
に第２の凝集化剤の前に、充填剤粒子の著しい凝集を生じさせるのに不十分な量で、分散
液に添加するステップと；
　ｄ）第１の凝集化剤の存在下で、第２の凝集化剤を、充填剤粒子の凝集を開始させるの
に十分な量で分散液に添加するステップであり、第２の凝集化剤が両性の第１の凝集化剤
の正味の電荷と反対の電荷を有するステップと；
　ｅ）凝集した分散液を剪断して所望の粒子サイズを有する充填剤フロックの分散液を提
供するステップと；
　ｆ）製紙原料は存在しない状態で充填剤粒子を凝集させた後、製紙原料にそれらを添加
するステップと
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項２】
　請求項１に記載の方法であって、充填剤フロックが１０～１００μｍの粒子サイズの中
央値を有することを特徴とする方法。
【請求項３】
　請求項１に記載の方法であって、充填剤が、沈降炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム
、カオリンクレイ、タルク、二酸化チタン、アルミナ三水和物、硫酸バリウムおよび水酸
化マグネシウム、およびそれらの混合物からなる群から選択されることを特徴とする方法
。
【請求項４】
　請求項１に記載の方法であって、第１の凝集化剤が正味のアニオン性電荷を有すること
を特徴とする方法。
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【請求項５】
　請求項４に記載の方法であって、第２の凝集化剤がカチオン性であり、（メタ）アクリ
ルアミドと、ジメチルアミノエチルメタクリレート（ＤＭＡＥＭ）、ジメチルアミノエチ
ルアクリレート（ＤＭＡＥＡ）、ジエチルアミノエチルアクリレート（ＤＥＡＥＡ）、ジ
エチルアミノエチルメタクリレート（ＤＥＡＥＭ）または硫酸ジメチル、塩化メチルもし
くは塩化ベンジルを用いて作製されるそれらの第四級アンモニウム型ならびにそれらの混
合物とのコポリマーおよびターポリマーからなる群から選択されることを特徴とする方法
。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法であって、第２の凝集化剤が、１０～５０モルパーセントのカチ
オン性電荷および少なくとも１５ｄＬ／ｇのＲＳＶを有するアクリルアミド－ジメチルア
ミノエチルアクリレートメチルクロリド第四級コポリマーであることを特徴とする方法。
【請求項７】
　請求項４に記載の方法であって、第２の凝集化剤が、０．１～２ｄＬ／ｇのＲＳＶを有
するジアリルジメチルアンモニウムクロリドのホモポリマーであることを特徴とする方法
。
【請求項８】
　請求項１に記載の方法であって、１種以上の微粒子を、第２の凝集化剤の添加後に、凝
集した分散液に添加することをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項９】
　請求項１に記載の方法であって、充填剤がアニオンとして分散しており、低分子量のカ
チオン性凝固剤が分散液に添加されてそのアニオン性電荷を少なくとも部分的に中和した
後、第１の凝集化剤または微粒子が添加されることを特徴とする方法。
【請求項１０】
　請求項８に記載の方法であって、充填剤がアニオンとして分散しており、低分子量のカ
チオン性凝固剤が分散液に添加されてそのアニオン性電荷を少なくとも部分的に中和した
後、第１の凝集化剤または微粒子が添加されることを特徴とする方法。
【請求項１１】
　請求項１に記載の方法であって、膨潤したデンプンを充填剤粒子の分散液に添加するこ
とをさらに含むことを特徴とする方法。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の方法であって、膨潤したデンプンを、第１の凝集化剤の添加前およ
び／または後でならびに第２の凝集化剤の添加前に添加することを特徴とする方法。
【請求項１３】
　請求項１１に記載の方法であって、膨潤したデンプンは、カチオン性、アニオン性、両
性または非イオン性であることを特徴とする方法。
【請求項１４】
　請求項１０に記載の方法であって、膨潤したデンプンは、膨潤デンプン－ラテックス組
成物であることを特徴とする方法。
【請求項１５】
　請求項１に記載の方法であって、微粒子は、珪酸質材料、シリカを主成分とする粒子、
シリカミクロゲル、コロイダルシリカ、シリカゾル、シリカゲル、ポリシリケート、カチ
オン性シリカ、アルミノシリケート、ポリアルミノシリケート、ボロシリケート、ポリボ
ロシリケート、ゼオライト、および合成または天然に生じる膨潤性粘土、アニオン性ポリ
マー微粒子、カチオン性ポリマー微粒子、両性の有機ポリマー微粒子、ならびにそれらの
任意の組合せからなるリストから選択される１つであることを特徴とする方法。
【請求項１６】
　製紙プロセスにおいて使用するための特定の粒子サイズ分布を有する凝集した充填剤粒
子の安定な分散液を調製する方法であって、
　ａ）充填剤粒子の水性分散液に第1の凝集化剤を添加するステップであって、充填剤粒
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子の著しい凝集を生じさせずに、分散液中で均一に混合するのに十分な量で分散液に添加
するステップであり、第１の凝集化剤がアニオン性であり少なくとも３ｄＬ／ｇのＲＳＶ
を有する、ステップと、
　ｂ）第１の凝集化剤の存在下で、第２の凝集化剤を、充填剤粒子の凝集を開始させるの
に十分な量で分散液に添加するステップであり、第２の凝集化剤がアニオン性である、ス
テップと、
　ｃ）凝集した分散液を剪断して所望の粒子サイズを有する充填剤フロックの分散液を提
供するステップと、
　ｄ）製紙原料が存在しない状態での充填剤粒子の凝集を発生させるまたは可能にさせた
後、製紙原料にそれらを添加するステップと、
　を含むことを特徴とする方法。
【請求項１７】
　パルプから紙製品を作る方法であって、
　水性セルロース系製紙ファーニッシュを形成するステップと、
　請求項１６に記載の方法によって調製された充填剤フロックの水性分散液を前記ファー
ニッシュに添加するステップと、
　前記ファーニッシュを水切りしてシートを形成するステップと、
　前記シートを乾燥させるステップと、
　を含むことを特徴とする方法。
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